
- 5 - 

─────────────────────────────────────────────────── 

平成16年 第３回 ９月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成16年９月８日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成16年９月８日  午前10時00分開会 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 認定第１号 平成１５年度中間市一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ３ 認定第２号 平成１５年度中間市特別会計国民健康保険事業歳入歳出決

算認定について 

 日程第 ４ 認定第３号 平成１５年度中間市住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ５ 認定第４号 平成１５年度中間市地域下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ６ 認定第５号 平成１５年度中間市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ７ 認定第６号 平成１５年度中間市老人保健特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

 日程第 ８ 認定第７号 平成１５年度中間市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決

算認定について 

 日程第 ９ 認定第８号 平成１５年度中間市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

 日程第１０ 認定第９号 平成１５年度中間市水道事業会計決算認定について 

 日程第１１ 認定第１０号 平成１５年度中間市病院事業会計決算認定について 

（日程第２～日程第１１ 提案理由説明） 

 日程第１２ 第３２号議案 平成１６年度中間市一般会計補正予算（第２号） 

 日程第１３ 第３３号議案 平成１６年度中間市地域下水道事業特別会計補正予算（第

１号） 

 日程第１４ 第３４号議案 平成１６年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号） 

（日程第１２～日程第１４ 提案理由説明） 

 日程第１５ 第３５号議案 字の区域及び名称の変更について 

 日程第１６ 第３６号議案 町の区域の変更について 

（日程第１５～日程第１６ 提案理由説明） 
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────────────────────────────── 
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管理課長 ………… 枦野 広行君   下水道課長 ……… 佐藤 満洋君 
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────────────────────────────── 
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事務局出席職員職氏名 

局長 勝原 直輝君       次長 白子 優一君 

補佐 小田 清人君       書記 岡  和訓君 
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────────────────────────────── 
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午前10時00分開会 

○議長（杉原 茂雄君）   

 おはようございます。会議に入ります前に、市長並びに教育長より報告したい旨の申し

出がありますので、これを受けたいと思います。まず、大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 おはようございます。指定金融機関の合併についてご報告をいたします。 

 当市の指定金融機関であります株式会社西日本銀行と指定代理金融機関であります株式

会社福岡シティ銀行は、本年５月２１日付で西日本銀行は存続をし、福岡シティ銀行は解

散をして、新しい銀行名を株式会社西日本シティ銀行と称する合併契約が締結をされ、同

年１０月１日付で合併をいたします。このことを受けまして、中間市公金管理委員会にお

いて審議いたしました結果、両行の財務状況は安定しており、問題はないと判断をし、引

き続き株式会社西日本シティ銀行を指定金融機関とすることをご報告を申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、引き続きまして教育長より報告したい旨の申し出がありますので、これを受けた

いと思います。船津教育長。 

○教育長（船津 春美君）   

 議会の貴重な時間をお借りして、一言おわびとその経緯についてご報告させていただき

ます。 

 既に９月４日付の新聞、テレビ等の報道によりご承知のこととは思いますが、今回の中

間市内の中学校に勤務する４０代の男性教諭による、わいせつ行為について、その概要と

現状の状況についてご報告いたします。 

 ８月上旬、被害を受けた男子生徒の保護者から学校に抗議があり、校長が教諭をただし

たところ事実を認めたため、同月中旬、校長より市教委にこの件について報告がありまし

た。市教委として直ちに県教委に第一報を入れておりますが、再度調査をし、詳細な報告

書等の作成をした上で、早急に県教委に内申する予定であります。 

 日頃より教職員に対しては、服務規律の徹底については厳しく指導してまいりましたが、

今回このようなことが起こったことに対しましては、教師として絶対に許せない、あって

はならないことであり、大変申し訳なく思っております。被害を受けた生徒、保護者はも

ちろんのこと、市民の皆様にも深くおわびを申し上げます。 

 さらに、このような行為への対応といたしましては、被害を受けた生徒、保護者の方が

特定されることのないように、プライバシーを守ることが最も肝心なことであります。そ

のことについては、被害を受けた生徒の保護者の方の強い願いでもあります。人のうわさ

や興味本位な言動は教育の立場にとって良いことではありませんし、最も慎むべきことで

あります。そのような意味において、最初に私自身が西日本新聞の記者から直接取材を受

けた中で、そのことを強くお願いしたところであります。その後の新聞、テレビ１１社に
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及ぶマスコミの対応についても、同様に私どもは最大の努力を払ってきたところであり、

マスコミ各社の報道はその意図を汲んだものであります。 

 議員の皆様におかれましては、ご賢察のほど、よろしくお願い申し上げます。今後、子

ども達の教育活動に支障を来すことのないように支援するとともに、教職員に対してはよ

り一層服務規律の徹底を図り、二度とこのようなことが起こらないよう指導する所存であ

ります。 

 以上であります。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいままでの出席議員は２０名で定足数に達しております。これより平成１６年第

３回中間市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 この際、日程に入ります前に諸般の報告を行います。報告事項はお手元に配付しておる

とおりであります。朗読は省略したいと思いますので、これをご了承お願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、お手元の会期日程表のとおり本日から９月

３０日までの２３日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は２３日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．認定第１号 

日程第３．認定第２号 

日程第４．認定第３号 

日程第５．認定第４号 

日程第６．認定第５号 

日程第７．認定第６号 

日程第８．認定第７号 

日程第９．認定第８号 

日程第１０．認定第９号 

日程第１１．認定第１０号 

○議長（杉原 茂雄君）   
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 次に、日程第２、認定第１号から日程第１１、認定第１０号までの平成１５年度各会計

決算認定１０件を一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 認定第１号から認定第１０号までの提案理由を一括して申し上げます。 

 初めに、認定第１号から認定第８号、平成１５年度中間市各会計決算について提案理由

を申し上げます。 

 まず、一般会計につきましては、歳入及び歳出の差引額が６億１,４９６万円の黒字決

算となり、さらに繰越財源を差し引きました実質収支でも６億６４８万円の黒字決算額と

なっております。 

 歳入の主なものといたしましては、市税収入が３８億４,６３１万円となり、前年度と

比較いたしまして１億６,３８６万円、率にいたしまして４.１％の減収となっております。 

 また、地方交付税は、総額５５億６,１９１万円となり、前年度と比較いたしまして

４億７２４万円、率にいたしまして６.８％の減額となっております。 

 さらに、地方債の借入額では、総額１８億８,１２０万円となっており、前年度と比較

をいたしまして３億５,４３８万円、率にいたしまして２３.２％の増額となっております。

この増額理由は、先ほど述べました地方交付税の減少分に補完いたします臨時財政対策債

９億７,０５０万円が含まれていることが主な要因であります。 

 一方の歳出につきましては、総務費としましては、職員の人件費において、市長外三役

の報酬削減や、一般職においての管理職手当や期末勤勉手当の削減など、緊急財政健全化

計画に基づく人件費の削減並びに人事院勧告等の実施により、６,５００万円の減額とな

っており、一般会計全体においては１億８,０００万円の減額となっております。 

 また、統一地方選挙や衆議院議員総選挙が実施をされましたことや、本年度開催予定で

あります国民文化祭ジャズダンス競技の実施に向けて、平成１６年１月に中間市国民文化

祭準備室を設置したことによる増額要因もありましたが、結果的には２億６,５５４万円

の減額となっております。 

 民生費については、扶助費において、高齢化が進む全国的な傾向にたがわず、本市にお

いても年々増加いたしております。また、さくら保育園建設事業や障害児の療育施設とし

て地域生活支援センターを設置、高齢者福祉対策として基幹型在宅介護支援センターを設

置したことなどにより、前年度と比較をして８億５,６９８万円の大幅な増加となってお

ります。 

 衛生費では、市民と行政が一体となってクリーンなまちづくりを目指すことを目的とし

た環境基本計画の策定事業に着手し、さらに環境保全対策として続けております市民トイ

レ整備事業として、平成１４年度から継続しておりました中間駅前トイレの整備が完了す

るとともに、新たに筑豊電鉄土手ノ内電停前に市民トイレを設置いたしましたことなどに
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より、前年度と比較をして９,４１３万円の増加となっております。 

 労働費としては、特定地域開発就労事業におきましては対象就労者の減少に伴い、前年

度と比較をいたしますと８,０７５万円の減額となっております。 

 農林水産業費では、国庫補助事業であります省力化生産性の向上を目的とする農業基盤

整備事業等を実施し、前年度と比較をして４,３９３万円の増加となっております。 

 商工費では、商業振興促進事業の一環として、新たに商店街街路灯の設置事業を行って

おります。 

 土木費では、平成１４年度に着工いたしました筑豊電鉄沿いの東中間深坂線の整備を完

了し、筑豊電鉄「筑豊中間駅」から「東中間駅」の間の交通難所の解消を図り、市民の利

便性を高めております。 

 また、市内各公園について、全国的な事故の発生を受け、当市におきましても遊具など

公園施設の安全点検を行い、不良箇所の改善や、公園そのものの環境整備を行ってまいり

ました。 

 さらに、下水道の普及に伴う市営住宅の改修工事につきましては、５８戸を改修し住環

境の改善を図っております。 

 教育費では、緊急地域雇用創出事業を活用し、市内小中学校への教科指導支援事業とし

て臨時教員の雇用を行い授業の充実に努め、さらに同事業を利用して、教育環境の整備事

業として学校施設の修繕や環境の整備を図っております。また、前年に引き続き、平成

１５年度も小学生、中学生を対象とした国内、国外研修を行うなど、特色のある教育活動

の充実に向け、積極的な取り組みを行っております。 

 さらに、生涯学習施設対策としては、まなびの森基金を利用して、屋島公園内の幼児用

プールの全面改修工事を行い、幼児の心身の健全な発育向上に努力をいたしております。 

 この結果、教育費全体として前年度と比較をして７,７８０万円の増額となっておりま

す。 

 さらに、今年度は夏の豪雨により、七重２号線など市内に被害が発生しましたことから、

これらの箇所の災害復旧工事を施工し一部繰越事業となりましたが、平成１５年度で災害

復旧費としては７,４３４万円の決算となっております。 

 以上が一般会計の決算の概要であります。また、一般会計、地域下水道事業特別会計、

住宅新築資金等特別会計の三会計を合算いたしました普通会計決算におきましても、

８,７３５万円の黒字決算となっております。 

 本市の平成１５年度の普通会計における財政状況でありますが、財政力指数は

０.４０９となって、前年度と比較をして０.００６上昇し、好転しておりますが、公債費

比率は１６％となっており、前年度より０.４％上昇し、また、財政構造の弾力性を示す

経常収支比率は９８.１％と、１.７％上昇し、依然として厳しい財政状況となっておりま

す。このような状況の中、今後とも市税などの徴収努力を進め、自主財源の確保を行うと
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ともに、経費全般について節減合理化に最大の努力を図ってまいります。 

 そのほか、特別会計におきましても、簡単でありますが、ご報告をいたします。 

 特別会計国民健康保険事業につきましては、歳入歳出の差し引き５億１,８７３万円の

歳入不足となっております。国民健康保険の加入者は前年度と比較をして２.７１％増加

し、総医療費におきましても、５.９６％の増加となっております。今後も高齢者の増加

が見込まれることから、国民健康保険の財源はますます厳しい状況となってきています。 

 老人保健特別会計につきましては、歳入歳出の差し引き１,９１７万円の黒字決算とな

っておりますが、これは医療費負担金などの精算が翌年度で行われているためであります。

被保険者の受給率は２.６％の減に対し、医療費は２.４％の増加となっており、このよう

な状況は今後も増大していくものと懸念をされております。 

 地域下水道事業特別会計につきましては、中鶴地区、曙地区の地域下水道処理場などを

維持管理する経費が主なもので、歳入歳出の差し引き額１,３４５万円の黒字となってお

り、さらに公共下水道事業特別会計につきましても、歳入歳出の差し引き額３４９万円の

いずれも黒字決算となっております。 

 公共下水道は、平成１５年度は中間三丁目、四丁目、上底井野地区などの整備を行い、

人口普及率は２８.３％に達しております。 

 また、住宅資金等特別会計におきましては、貸付金の回収について最大限努力をいたし

ておりますが、本年度も歳入歳出差し引き５億４,１０６万円の歳入不足額となっていま

す。 

 介護保険事業特別会計につきましては、本年度は歳入歳出差し引き２,９６９万円の黒

字決算となっております。認定申請者数は前年度に比べて１３％増加、保険給付費は

７.３％の増加となっている状況を考えますと、今後の推移については十分な注意が必要

と考えております。 

 また、公共用地先行取得特別会計につきましては、本年度も用地の取得はございません

でした。 

 一般会計及びすべての特別会計との総決算では、歳入歳出差し引き額で３億７,９０１万

円の赤字決算となっております。 

 以上、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見書をつけて市議会の

認定に付するものであります。 

 なお、地方自治法第２３３条第５項及び第２４１条第５項の規定による説明書類といた

しまして、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金

の運用状況に関する調書、主要な施策の成果に関する報告書を併せて提出いたしておりま

す。よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

 次に、認定第９号平成１５年度中間市水道事業会計決算の認定についての提案理由を申

し上げます。 
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 はじめに、決算の概要をご説明いたしますと、まず、収益的収入及び支出における総収

益は１１億９８１万円、これに対する総費用は１１億８８５万６,０００円であり、純利

益は９５万４,０００円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出では、収入が１億８,０８４万７,０００円、支出は５億

２,１０６万８,０００円となり、差し引き３億４,０２２万１,０００円の不足を生じまし

たが、この不足額は当年度損益勘定留保資金等で全額補てんいたしております。 

 平成１５年度の業務内容は、給水人口６万８,２１６人で、前年度より２０人の減とな

り、給水戸数では２万６,３６９戸で、前年度より３０９戸増加となりました。また、有

収水量は年間約６６１万７,０００立方メートルで、前年度より１７万３,０００立方メー

トルの減量となりました。近年給水人口は減少の傾向にあり、有収水量の伸びが期待でき

ない現状の中で、水道事業を取り巻く状況は一層の厳しさを増しておりますが、水道水に

おける新たな微生物などの感染症対策にも万全を期するよう施設の改良を行い、常に安全

対策、安定給水などのサービス向上に努め、一層の健全財政の維持に努力をいたす所存で

あります。 

 以上、平成１５年度の決算の概要についてご説明いたしました。なお、地方公営企業法

の規定に基づきまして、監査委員の意見書、事業報告書、収益費用明細書、固定資産明細

書及び企業債明細書を議案に添えて提出をしております。よろしくご審議のほどをお願い

をいたします。 

 次に、認定第１０号平成１５年度中間市病院事業会計決算認定について提案理由を申し

上げます。 

 この決算について、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、監査委員の意見を

添えて議会の認定に付するものであります。 

 決算の概要についてご説明いたします。 

 まず、収益的収支では、病院事業収益において２２億４,２０２万８,０００円に対し、

病院事業費用は２２億２,７４３万３,０００円となり、単年度収支において１,４５９万

４,０００円の純利益となりました。このため前年度繰越欠損金の４億６,８５３万

５,０００円から当年度純利益を差し引いた４億５,３９４万円が累積欠損金となっており

ます。 

 次に、資本的収支においては、収入９,９６１万３,０００円に対し、支出は１億

３,９６２万５,０００円となり、これによる差し引き不足額４,００１万２,０００円は、

繰越損益勘定留保資金及び当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額で全額補てんを

いたしました。 

 また、患者数につきましては、入院延患者数が３万８,０７７人で、一日当たり１０４人、

また外来延患者数は１０万２,５５７人で、同じく一日当たり３７８.４人となっておりま

す。本年度も地域医療機関としての役割を果たすとともに、経営面においても欠損金の解
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消と健全経営に一層の努力をいたす所存であります。 

 決算の概要につきましては、以上のとおりであります。 

 なお、地方公営企業法第３０条第６項及び同法施行例第２３条の規定に基づき、説明書

類といたしまして、監査委員の意見書、事業報告書、収益費用明細書、固定資産明細書及

び企業債明細書を議案に添えて提出をいたしております。よろしくご審議のほどをお願い

を申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております決算認定１０件に対する質疑は、９月９日の本会議で行

いますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．第３２号議案 

日程第１３．第３３号議案 

日程第１４．第３４号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１２、第３２号議案から日程第１４、第３４号議案までの平成１６年度補

正予算３件を一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第３２号議案から第３４号議案までの提案理由を一括して申し上げます。 

 初めに、第３２号議案平成１６年度中間市一般会計補正予算（第２号）の提案理由を申

し上げます。 

 今回の補正予算の主なものとしては、歳入の柱であります普通交付税が本年７月に

４７億２６０万円と確定いたしましたことから、当初予算額を２億２,４００万円の増額

を計上いたしております。 

 これは、三位一体改革に基づき国庫補助金の一部が廃止されたことにより、その財源が

一般財源化され地方交付税に算入されたためで、前年度の確定額と比較して、額にして

２,３８０万円、率にして０.５％の増額となっております。 

 しかし、地方交付税の減少分に補完的役割を果たします臨時財政対策債につきましては、

１億７,４００万円の減額を計上いたしており、前年度と比較して２億７,１８０万円、率

にして２８％の減額となっております。これは、三位一体改革の柱であります地方交付税

改革における総額抑制方針に基づいたもので、先ほど述べました普通交付税と臨時財政対

策債とを合わせた本来の交付税を前年度と比較をいたしますと、２億４,７９０万円の減

少となっており、高齢化社会を迎え、扶助費などの大幅な伸びは避けて通れない今日、本

市にとっても大変厳しい財政運営を強いられる結果となっております。 

 歳出の主なものは、農業水産業費として上底井野地区を中心とした農業水路七箇所、工
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事延長約４,２００メートルの改修工事、４,２４０万円を計上いたしております。 

 また、民生費といたしましては、本年４月にオープンいたしました児童センターにおい

て既に実施しております療育事業に加え、さらに１０月から本格的に子育て支援関連事業

を開始することから、施設の整備改善費用として６５０万円を計上いたしております。 

 労働費では、特定地域開発就労事業につきまして、引退就労者援助事業として国庫補助

事業引退者特例援助金２,０００万円を計上いたしております。 

 また、土木費では、市内各所の市道の補修費として１,０００万円、深坂地区の水入朝

霧線道路改良工事に伴う事前調査等の委託料として６７０万円を計上いたしております。 

 教育費におきましては、小中学校施設の補修費として、原材料費、修繕料など小中学校

合わせて１,０００万円を計上し、学校施設の維持補修に随時取り組んでおります。 

 さらに、本年は市内各中学校の各種部活動が好成績を上げたことにより、県大会や九州

大会への出場が増加したため、中学校各種活動費補助金３４０万円を追加補正いたしてお

ります。 

 そのほか、雇用対策として、当初予算で計上いたしておりました国の緊急雇用対策関係

事業として、中小企業特別委託事業をさらに実施をするため、土木費に市内幹線道路の街

路樹剪定事業として６１０万円、教育費に学校環境整備費として２００万円をそれぞれ追

加計上しております。このように、今回の補正予算は、農業施設整備や道路維持、学校整

備など環境整備に重点を配する予算の増額をいたしております。 

 以上の結果、歳入歳出とも１億１,４９０万円の補正予算を計上し、予算の総額を歳入

歳出それぞれ１７４億４,３３２万円とするものであります。 

 また、年間の一時借入金の減度額の補正につきましては、現在２０億円を最高限度額と

しておりますが、今日の地方交付税等の落ち込みなど歳入資金が不足し、地方債に頼らざ

るを得ないことから、この間の運用財源として多額の一時金借り入れを行うことも予想さ

れます。このことから、従来の２０億円から１０億円増額補正し、最高額を３０億円とす

るものであります。よろしくご審議のほど、お願いを申し上げます。 

 次に、第３３号議案平成１６年度中間市地域下水道事業特別会計補正予算（第１号）の

提案理由を申し上げます。 

 今回の補正の内容といたしましては、歳出におきまして、曙下水処理場の発電機設備修

繕料を２,３７５万、緊急用の発電機借り上げ料を１２５万円、下水道施設改良基金積立

金を３００万円、公課費を６５万円計上するものであります。この財源としまして、歳入

で建物保険料収入を２,５００万円と、前年度繰越金を３６５万円計上いたしております。 

 以上の補正によりまして、歳入歳出それぞれ２,８６５万円を増額をし、予算の総額を

１億２,３９５万円とするものであります。よろしくご審議のほどをお願いを申し上げま

す。 

 次に、第３４号議案平成１６年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）の
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提案理由を申し上げます。 

 今回の補正の内容といたしましては、歳出では公共下水道建設事業に伴う事務費の増額

であります。 

 歳入では、下水道使用料と前年度繰越金の増額及び消費税の確定により、消費税還付金

収入を減額するものであります。 

 このため、補正予算は歳出におきまして、先ほど申し上げました事務費として消耗品費

を１３０万円計上するものであります。 

 また、歳入では、下水道使用料を２,５７３万２,０００円と、前年度繰越金を３４９万

７,０００円増額するとともに、消費税還付金を２,７９２万９,０００円減額するもので

あります。 

 以上のことから、今回の補正で歳入歳出それぞれ１３０万円を増額し、予算総額を

１９億５,０６３万円とするものであります。以上、よろしくご審議のほどをお願いを申

し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております補正予算３件に関する質疑は、９月９日の本会議で行い

ますので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．第３５号議案 

日程第１６．第３６号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１５、第３５号議案及び日程第１６、第３６号議案の２件を一括議題とい

たします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第３５号議案から第３６号議案までの提案理由を一括して申し上げます。 

 はじめに、第３５号議案字の区域及び名称の変更について提案理由を申し上げます。 

 このたび住居表示を実施いたします地域は、第５次住居表示事業として住居表示を実施

しました小田ケ浦地区の一部未実施地区で、このたび地元住民との協議が整いましたこと

により実施をするものであります。実施戸数は１５世帯でございます。この住居表示を実

施いたしますと、従来から表示しております大字及び字の区域と名称が変更されることに

なります。その概要は、大字中間の一部の区域の名称を小田ケ浦二丁目に変更するもので

あります。これに伴い、住民票、印鑑証明、戸籍簿並びに土地建物の登記簿表題部の所在

等が変更されることになります。この住居表示の施行日は、平成１７年１月１１日と予定

をしております。よろしくご審議のほどをお願いを申し上げます。 

 次に、第３６号議案町の区域の変更について提案理由を申し上げます。 
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 本市と水巻町との境界変更につきましては、既に３月議会におきましてご承認をいただ

いておりますが、その後、６月県議会での議決及び総務大臣への申請を経て先月２３日に

総務大臣の告示がなされ、同日付で本市と水巻町の境界変更の効力が発生いたしました。

これに伴い、水巻町から本市に編入されます「二西四丁目」を「浄花町」に、「吉田南五

丁目」を「岩瀬三丁目」に、「吉田南二丁目」を「岩瀬四丁目」にそれぞれ土地の町の区

域を変更いたしたく、地方自治法第２６０条第１項の規定により、議決を求めるものでご

ざいます。よろしくご審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ただいま議題となっております議案２件に対する質疑は、９月９日の本会議で行います

ので、ご了承お願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．会議録署名議員の指名 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより日程第１７、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第７６条の規定により、議長において植本種實君及

び米満一彦君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（杉原 茂雄君）   

 以上で、本日の日程をすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会をいたします。 

午前10時38分散会 

────────────────────────────── 
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